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　恩納村博物館の資料を後世に守り伝えるため、博物館内で薬品を用いた害虫駆除のための燻蒸
消毒作業及び展示品整理作業を実施いたします。薬品の使用中は不慮の事故防止を目的として、
関係者以外の立ち入りを制限するために、博物館を臨時休館とさせていただきます。期間中はご不
便をお掛けいたしますが、何卒ご理解・ご協力いただけますようよろしくお願い申し上げます。

※期間中は住民票・印鑑登録証明書の自動交付機の使用もできません。
　ご不便をおかけしますが、村役場村民課窓口をご利用ください。
※２月９日（土）より通常どおり開館いたします。

　10 月 28 日、博物館にて「むかしのおもちゃ作り～葉っ
ぱがおもちゃに変身！～」を開催しました。「工房ふぁ～かん
だ～」の照屋寛信氏などの指導により、アダンの葉っぱを
使った風車（カジマヤー）やマーニ（クロツグ）の若い葉っ
ぱを使って金魚やカタツムリなどを作り、参加者たちは楽し
そうに昔の遊びを体験していました。次の機会にはまた別
のものを作ろうと計画しています。

　11 月 24 日、25 日に「バーキ作り」を開催しました。
この講座は毎年開催しており、今回で６回目の開催となりま
した。製作の指導は、「山原ものづくり塾」の塾頭・木下義
宣氏をはじめ、会のメンバーの方々にマンツーマンで行って
いただきました。受講生の皆さんの頑張りと講師の皆さん
の丁寧な指導により、今回も素晴らしい作品が出来上がり
ました。
　参加者募集の際には『広報おんな』などで広報をいたし
ますので、「バーキ作りをやってみたい！」という方は博物
館からの案内を見逃さずにチェックしてください。

 燻蒸消毒・資料整理作業に伴う休館について

博物館講座を開催しました。

村内のイノシシに関する文化財
　平成31年の干支は猪ということで、イノシシと関わりのある文化財をご紹介いたします。村内で確
認されるもので、イノシシが畑の作物を食い荒らさないように畑周辺に巡らされる猪垣などがありま
す。その他には、先史時代よりイノシシは貴重なタンパク源として恩納の人々はとって食料としてい
ました。約3,500～2,500年頃の仲泊遺跡や伊武部貝塚、約2,000年前の塩屋貝塚、美留貝塚な
どでも人々が食べたものの中にイノシシが確認されています。山田久良波にある貝塚では、イノシシ
が飼育されブタ化したイノブタが出土しています。イノシシやイノブタは現在食べている豚と味の違
いはあるのでしょうか？イノシシから飼育され、イノブタになってきたのはいつ頃でしょうか。ブタ化
した時期は諸説あります。先史時代からあるという方や歴史時代になってからではないかなど様々
です。お正月のお料理（ブタ料理）を食べながら考えるのも面白いかもしれません。　　

　恩納村は豊かな海を保有する沖縄県下有数のリゾート地として知られ、海とかかわるムラの暮ら
しには長い歴史があります。今回、平成３０年７月２１日の「サンゴの村宣言」を記念してサンゴと恩
納村のくらしをテーマに先史時代から現代へ至るまでのことについて企画展を開催いたしました。
恩納村漁業協同組合の職員の方や関係機関、村役場各課の協力を得て開催できました。開催期間中
は、村内の小中学生や村外からも多くの来館者がありました。ありがとうございました。

むかしのおもちゃ作り
～葉っぱがおもちゃに変身！～

バーキ作り

恩納村博物館

２月４日（月）～８日（金）の５日間（終日）
５日・６日・７日は投薬中のため、電話対応なども出来ません。

臨 時
休館期間

谷茶の畑跡と猪垣　

文化財普及事業展示会
「サンゴ礁が育んだ恩納のくらし展」を開催しました！

塩屋貝塚出土のイノシシ骨（青線内）イノシシが登れないように
なっています。
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